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法
學
研
究
三
〇
年
の
同
顧

前
　
原
　
光
　
雄

　
法
學
研
究
が
大
正
十
一
年
に
創
刊
せ
ら
れ
て
か
ら
三
〇
年
に
な
り
、
こ
こ

に
三
〇
周
年
記
念
號
を
襲
刊
す
る
に
當
り
、
法
學
研
究
の
編
輯
に
大
正
十
四

年
春
以
來
、
約
二
十
八
力
年
關
係
を
も
つ
私
と
し
て
は
、
洵
に
感
慨
に
堪
え

な
い
。

　
大
正
十
年
春
に
は
、
今
は
法
學
部
法
律
科
の
最
古
参
教
授
で
あ
る
小
池
隆

一
博
士
が
助
手
と
し
て
残
ら
れ
、
翌
十
一
年
春
に
は
、
今
は
亡
き
峯
岸
治
三
博

士
が
助
手
と
な
ら
れ
た
。
こ
の
當
時
日
本
の
大
學
の
法
學
部
で
機
關
誌
と
も

い
う
べ
き
も
の
を
持
つ
て
い
た
の
は
、
東
大
の
法
學
協
會
雑
誌
、
國
家
學
會

難
誌
、
京
大
の
法
學
論
叢
、
中
大
の
法
學
新
報
、
法
大
の
法
學
志
林
位
の
も

の
で
あ
つ
た
。
わ
が
法
學
部
で
も
、
機
關
誌
を
持
ち
た
い
と
の
希
望
は
、
當

時
の
若
い
二
助
手
、
印
ち
小
池
、
峯
岸
爾
氏
が
最
も
さ
か
ん
で
あ
つ
た
。
こ

の
爾
氏
が
先
ず
西
本
辰
之
助
先
生
に
相
談
し
て
同
意
を
得
、
ぞ
れ
か
ら
瀞
戸

寅
次
郎
先
生
に
話
し
、
そ
れ
か
ら
板
倉
卓
造
先
生
に
話
し
た
。
そ
の
時
板
倉

先
生
は
、
薙
誌
を
稜
行
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
途
中
で
中
絶
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
み
つ
と
も
な
い
か
ら
、
饗
行
に
要
す
る
輕
費
等
に

つ
き
充
分
考
慮
し
た
上
で
稜
行
す
る
よ
う
注
意
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
い
よ
い
よ
難
誌
稜
行
の
こ
と
が
正
式
に
教
授
會
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

教
授
會
の
同
意
を
得
た
の
で
、
本
ぎ
ま
り
と
な
つ
た
。
獲
行
費
に
つ
い
て

は
、
法
學
部
學
生
會
員
の
購
讃
制
と
し
、
一
人
年
額
三
圓
を
徴
牧
す
る
こ
と

に
し
た
。
定
贋
ほ
一
圓
と
し
た
。
印
刷
は
當
時
學
校
に
出
入
し
て
い
た
赤
坂

匠
新
町
の
金
子
活
版
所
、
稜
行
は
年
四
同
と
し
た
。
誌
名
は
「
法
學
研
究
」

と
し
、
こ
の
「
法
學
研
究
」
と
い
う
題
字
は
及
川
教
授
が
支
那
の
拓
本
か
ら

四
字
を
抜
か
れ
て
提
供
さ
れ
た
。
こ
の
文
字
の
風
格
は
、
こ
の
方
面
に
全
く

無
智
な
私
に
も
一
種
の
氣
品
を
備
え
て
い
る
立
派
な
文
字
で
あ
る
と
今
で
も

感
じ
て
い
る
。
支
那
で
も
相
當
の
書
家
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

で
叢
行
せ
ら
れ
て
い
る
法
學
難
誌
の
中
で
、
題
字
と
し
て
は
こ
れ
に
比
肩
し

得
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
黙
は
、
わ
れ
わ
れ
後
學
一
同
が
及
川
先
生
に

感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
編
輯
は
西
本
先
生
が
推
當
さ
れ
、
小
池
、
峯
岸
爾
氏

が
補
助
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
特
に
何
名
か
の
編
輯
委
員
が
指
名
せ
ら
れ
、

編
輯
會
議
を
開
い
て
、
編
輯
の
方
針
や
執
筆
者
を
依
頼
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
か
つ
た
。
大
睦
一
溺
分
の
原
稿
が
集
つ
た
時
に
印
刷
に
廻
し
て
襲
行
す
る

と
い
う
呑
氣
な
も
の
で
あ
つ
た
。

創
刊
號
に
は
、
當
時
塾
の
法
學
部
を
代
表
す
る
俊
英
、
紳
戸
寅
次
郎
、
板
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顧
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倉
卓
造
、
田
中
葦
一
郎
、
占
部
百
太
郎
、
西
本
辰
之
助
、
及
川
恒
忠
の
諸
先

生
が
轡
を
並
べ
て
執
筆
せ
ら
れ
、
絢
燗
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
大
正
十
四
年
春
に
助
手
と
な
つ
た
私
は
、
い
つ
と
は
な
し
に
難
誌
蟄
行
の

た
め
の
下
働
き
に
使
わ
れ
、
印
刷
所
と
連
絡
し
た
り
、
原
稿
を
渡
し
た
り
し

て
い
た
。
そ
の
中
に
、
法
學
硯
究
の
振
替
口
座
の
名
儀
人
に
な
れ
と
の
こ
と

で
、
名
儀
人
と
な
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
留
學
に
當
り
、
つ
い
う
つ
か
り

し
て
、
こ
の
名
儀
を
書
替
え
な
い
で
外
國
に
行
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
當
時

に
振
替
口
座
に
ど
れ
だ
け
金
が
あ
つ
た
か
知
ら
な
い
が
、
私
の
印
形
無
し
に

は
、
そ
の
金
は
出
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
後
で
氣
が
つ
い
て
、

し
ま
つ
た
と
思
つ
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
現
在
ま
で
私
は

こ
の
名
儀
を
書
き
替
え
た
記
憶
は
な
い
。
職
後
復
刊
す
る
前
は
、
難
誌
の
金

は
一
切
會
計
で
取
扱
い
、
原
稿
料
も
會
計
か
ら
貰
つ
て
居
つ
た
。
こ
の
會
計

は
西
村
富
三
郎
先
生
が
財
務
理
事
と
し
て
主
宰
し
て
居
ら
れ
た
の
で
、
名
儀

書
替
の
こ
と
も
西
村
先
生
に
手
ぬ
か
り
の
あ
る
筈
は
な
い
の
で
、
何
と
か
う

ま
く
庭
置
せ
ら
れ
た
こ
と
と
想
像
し
、
麟
朝
後
も
こ
の
黙
は
西
村
先
生
に
伺

わ
な
い
で
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

　
組
み
方
は
教
授
、
助
教
授
は
五
號
四
分
ア
キ
、
助
手
は
五
號
ベ
タ
で
あ

る
。
原
稿
料
は
組
上
げ
一
頁
三
圓
だ
つ
た
と
記
憶
す
る
。

　
昭
和
七
年
四
月
に
西
本
先
生
が
法
學
部
長
に
就
任
せ
ら
れ
た
の
で
、
薙
誌

の
編
輯
者
を
法
律
科
と
政
治
科
と
そ
れ
ぞ
れ
一
名
出
す
こ
と
に
な
り
、
法
律

科
で
は
峯
岸
氏
、
政
治
科
か
ら
は
島
田
久
吉
氏
が
指
名
せ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
實
際
の
編
輯
は
主
と
し
て
峯
岸
氏
が
や
つ
て
居
ら
れ
、
私
は
相
攣
ら
ず

下
働
き
で
あ
つ
た
。
西
本
先
生
が
大
正
十
一
年
以
來
十
力
年
以
上
編
輯
に
從

事
せ
ら
れ
た
欝
を
椅
う
意
昧
で
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
、
峯
岸

教
授
と
私
と
服
部
時
計
店
で
大
理
石
に
は
め
込
ん
だ
置
時
計
を
百
幾
十
圓

（
百
五
十
圓
ま
で
し
な
か
つ
た
）
か
で
買
つ
て
、
西
本
先
生
の
大
崎
の
お
宅
．

に
屈
け
た
。
そ
の
と
き
、
先
生
の
お
宅
は
平
家
を
二
階
に
せ
ら
れ
た
直
後
で
、

二
階
の
お
部
屋
へ
通
さ
れ
た
こ
と
を
記
億
し
て
い
る
。

　
編
輯
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
西
本
先
生
の
と
き
と
同
一
で
、
別
に
編
輯
會

議
は
開
か
な
い
し
、
集
つ
た
原
稿
を
ま
と
め
て
難
誌
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
つ
た
が
、
そ
の
中
に
支
那
事
攣
が
勃
獲
し
、
こ
れ
が
永
引
く
に
つ
れ

て
、
難
誌
の
用
紙
が
し
だ
い
に
窮
屈
に
な
り
、
政
府
は
な
る
べ
く
雑
誌
を
潰

す
方
針
で
臨
ん
で
來
た
。
法
學
研
究
は
原
稿
の
集
り
が
あ
ま
り
よ
い
方
で
な

く
、
三
ヵ
月
目
に
一
號
づ
つ
叢
行
す
る
は
ず
に
な
つ
て
い
る
の
が
、
仲
々
そ
う

定
期
的
に
行
か
ず
、
時
に
は
六
カ
月
も
出
な
い
こ
と
が
あ
つ
た
。
不
幸
に
も

昭
和
十
五
年
に
第
一
號
を
護
行
し
て
か
ら
、
第
二
號
が
仲
々
護
行
で
き
ず
に

困
つ
て
い
る
と
、
警
硯
廉
か
ら
西
本
先
生
宛
に
最
近
稜
行
し
た
法
學
研
究
を

も
つ
て
出
頭
せ
よ
と
い
う
通
知
が
來
た
。
こ
の
時
西
本
先
生
は
編
輯
は
や
つ

て
居
ら
れ
な
い
が
、
護
行
人
の
名
儀
は
書
替
え
ず
、
そ
の
ま
ま
に
な
つ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
先
生
は
代
理
と
し
て
勝
本
文
夫
看
を
警
親
臆
に



行
か
せ
、
そ
の
時
六
カ
月
以
上
前
に
稜
行
し
た
法
學
研
究
を
最
近
號
と
し
て

持
つ
て
行
つ
た
。
警
親
聴
で
は
、
そ
の
最
近
號
を
見
て
、
何
も
言
わ
ず
に
一

通
の
書
類
を
手
渡
し
た
。
そ
の
書
類
が
稜
行
停
止
塵
分
に
す
る
旨
を
記
し
た

も
の
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
方
な
ら
ず
驚
き
、
こ
の
庭
分
の
停
止

方
を
蓮
動
し
た
が
途
に
奏
功
し
な
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
薙
誌
の
方
は

原
稿
は
甑
に
集
り
、
印
刷
に
廻
し
て
い
た
の
で
、
今
更
中
止
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
と
う
と
う
襲
行
停
止
庭
分
後
の
法
學
砺
究
が
で
き
て
し
ま
つ
た
。
こ

れ
は
法
學
硯
究
第
何
巻
、
何
號
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
の
で
、
　
「
法
學
研

究
」
第
一
輯
と
し
て
十
六
年
四
月
に
護
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
學
砺
究
が

護
行
停
止
に
な
つ
た
以
上
、
　
「
法
學
研
究
」
第
一
輯
と
し
て
、
「
法
學
硯
究
」

と
い
う
名
前
を
用
い
た
の
で
は
、
警
親
聴
の
方
か
ら
文
句
が
來
る
か
も
知
れ

な
い
こ
と
を
お
そ
れ
、
外
部
に
出
す
も
の
に
は
、
表
紙
を
取
つ
て
出
し
た
。

こ
の
よ
5
な
次
第
で
、
雀
鐵
を
追
つ
た
法
學
研
究
と
し
て
は
、
第
十
九
雀

（
昭
和
十
五
年
）
第
一
號
を
も
つ
て
一
懸
慶
刊
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
約
二
〇
年
に
亙
つ
て
刊
行
を
績
け
た
機
關
誌
が
無
く
な
つ
て
み
れ
ば
、
一

抹
の
寂
し
さ
を
感
ず
る
と
同
時
に
研
究
叢
表
の
機
關
を
も
た
な
い
こ
と
は
、

實
際
的
に
も
甚
だ
不
便
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
學
部
に
驕
す
る
者
全
膣
の

共
感
で
は
な
か
つ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
難
誌
の
代
り
に
論
文
集
を

出
版
し
よ
う
と
の
計
書
が
立
て
ら
れ
、
法
學
部
所
庵
の
各
位
の
賛
同
を
得
た

の
で
、
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
、
林
（
毅
陸
）
、
西
本
、
小
池
、
潮
田
、
米

山
諸
教
授
の
原
稿
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
「
慶
鷹
義
塾
大
學
法
學
論
集
」
と

い
う
書
名
で
、
私
が
編
者
と
な
つ
て
、
金
文
堂
か
ら
出
版
し
た
。
総
頁
三
二

〇
頁
。
ク
・
ー
ス
の
製
本
で
定
、
贋
三
圓
五
〇
銭
の
堂
々
た
る
論
文
集
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
論
文
集
を
毎
年
少
く
と
も
一
珊
づ
つ
刊
行
す
る
予
定
で
あ

つ
た
が
、
用
紙
そ
の
他
職
雫
の
濃
大
に
つ
れ
て
出
版
事
情
が
亥
第
に
困
難
と

な
つ
た
上
に
、
祉
會
情
勢
は
い
よ
い
よ
研
究
困
難
の
度
を
加
え
た
の
で
、
途

に
毎
年
稜
行
の
志
を
挫
折
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
に
な
つ
た
。
か
く
て
敗
験

に
よ
る
大
験
の
終
了
、
連
合
國
軍
の
日
本
全
土
の
占
領
、
衣
・
食
・
住
の
不

如
意
、
國
土
の
荒
靡
、
交
通
の
混
鼠
等
、
敗
職
國
に
つ
き
も
の
の
肚
會
不
安

の
た
め
、
法
學
研
究
の
復
刊
な
ど
思
い
も
よ
ら
ず
、
終
職
後
の
ニ
カ
年
を
過

し
て
し
ま
つ
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
入
つ
て
、
戦
雫
の
影
響
も
し
だ
い
に
薄
ら
い
で
來
て
、

印
刷
用
紙
の
出
廻
り
も
だ
ん
だ
ん
好
調
に
な
つ
て
來
た
の
で
、
法
學
研
究
復

活
の
聲
が
高
ま
つ
た
。
そ
の
結
果
、
復
刊
に
決
し
て
六
四
頁
の
雑
誌
を
月
刊

と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
こ
れ
が
決
定
せ
ら
れ
る
に
は
、
色
々
の
議
論
が
あ

り
、
季
刊
の
場
合
す
ら
も
刊
行
が
後
れ
て
、
そ
の
た
め
に
塵
刊
と
な
つ
た
の

に
、
果
し
て
毎
月
護
行
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
際
年
六
同
と
し
て
、
こ

れ
が
順
調
に
行
ぎ
、
な
お
原
稿
に
鯨
裕
が
あ
れ
ば
月
刊
に
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
愼
重
論
も
出
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
月
刊
と
い
う
こ
と
に
教
授
會
で
き

ま
り
、
新
た
に
編
集
委
員
が
任
命
せ
ら
れ
、
法
律
科
と
政
治
科
か
ら
教
授
、
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助
教
授
各
々
二
名
、
計
八
名
に
私
が
そ
の
主
任
と
せ
ら
れ
る
よ
う
な
年
齢
に

な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
復
刊
に
當
り
、
題
字
は
法
學
部
の
最
古
参
の
名
讐
教
授
で
、
わ
れ
わ
れ
の

恩
師
で
あ
る
西
本
辰
之
助
先
生
に
御
願
し
た
。
印
刷
所
は
芝
三
田
讐
岡
町
の

圖
書
印
刷
株
式
會
肚
で
、
定
贋
十
五
圓
と
し
て
復
刊
第
一
號
の
五
二
頁
の
薙

誌
が
い
よ
い
よ
護
行
せ
ら
れ
た
。
時
に
昭
和
二
十
二
年
十
月
一
日
で
あ
つ

た
。
そ
の
後
、
薙
誌
の
定
傾
は
物
贋
の
上
昇
に
俘
い
高
く
な
つ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
一
寸
附
言
し
た
い
の
は
、
　
「
法
學
研
究
」
と
い
う
題
字
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
元
の
「
法
學
研
究
」
と
い
う
題
字
を
印
刷
所
で
爲
眞
版
で
復
製

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
復
刊
の
時
は
奮
巻
敷
を
追
わ
ず
叢
行
せ

ら
れ
た
が
、
奮
雀
敷
を
追
つ
て
護
行
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
に
決
し
た
の

で
、
題
字
も
元
に
復
す
る
こ
と
に
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
御
執
筆
を
い
た
だ
い
た

西
本
先
生
に
は
誠
に
申
謂
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
復
刊
第
二
號
を
第
二
〇

巻
、
第
二
號
と
し
、
題
字
も
元
に
復
し
た
。
こ
の
鮎
は
、
わ
れ
わ
れ
編
輯
の

任
に
當
る
も
の
が
西
本
先
生
に
深
く
お
詑
び
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
爾
來
今
日
ま
で
、
第
二
十
二
雀
（
昭
和
二
十
四
年
度
）
の
第
八
號
か
ら
第

＋
二
號
に
至
る
已
む
を
得
ざ
る
休
刊
を
の
ぞ
き
一
同
の
敏
號
も
な
く
定
期
的

に
刊
行
し
て
、
復
活
後
も
既
に
七
年
に
な
ん
な
ん
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法

學
部
の
先
輩
、
同
僚
の
努
力
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
學
生
諸
看
が
機
關
誌

の
使
命
を
理
解
し
て
全
員
購
讃
し
て
く
れ
て
い
る
事
實
に
負
う
と
こ
ろ
が
極

め
て
多
い
。
今
や
創
刊
三
〇
周
年
を
迎
え
る
に
當
つ
て
、
誌
蓮
は
い
よ
い
よ

隆
盛
に
向
い
、
近
く
壇
頁
が
断
行
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
が
法
學
部

の
た
め
洵
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
。

　
こ
こ
に
「
法
學
研
究
」
三
〇
年
の
歴
史
を
振
り
返
つ
て
み
て
、
私
は
入
聞

の
記
憶
が
實
に
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。
こ
の
文

を
記
す
に
當
つ
て
は
、
先
輩
同
僚
に
封
し
私
の
記
憶
の
不
確
實
な
部
分
を
た

だ
し
た
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
眞
相
を
簿
え
た
か
否
か
、
多
少
疑
問
の
と
こ

ろ
が
無
い
で
は
な
い
。
も
し
、
誤
り
記
し
た
瓢
が
あ
る
な
ら
ば
、
叱
正
を
乞

う
次
第
で
あ
惹
。
　
（
一
九
五
二
・
二
一
・
一
・
記
す
）


